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まちの人口の半分が移住者
　東川町の人口は、約30年前に7000人ほど、現
在約8600人と右肩上がりに増え、当時に比べて
約2割増えています。人口増を支えている多くは
移住者だそうです。2018（平成30）年に役場で
人口動態を調べた際に、総人口のうち約半数以上
が25年以内に転入してきた移住者だということが
わかりました。私も栃木県からの移住者で、移住
からかれこれ20年以上経ちます。
　日本の人口減少が懸念されるなか、20年ほど前
から全国的に移住定住の取り組みが始まってきま
した。アグリテックでは2006(平成18)年に民間5
社で「カムイミンタラ伝道師」というコンソーシ
アムをつくり、移住ツアーを開催してきました。
アイヌの人々は大雪山を、畏敬の念を込めてカム
イミンタラと呼んでいました。雄大なこの自然環
境と暮らしの魅力を「（私たちが）伝道師」役と
なって多くの人に知ってもらい、移住につなげて
いけたらという思いからそのような名を付けまし
た。ちょうど団塊世代が大量に定年を迎えるとい
う時期を控え、都市部の定年層を呼び込もうと地
域の魅力を掘り下げて移住ツアーとして募集した
ところ、参加者の多くが子育て世代。特に東川は、
水もお米も美味しく、自然豊かで子育て環境も充
実している。また空港や旭川に近いなどの理由で、

当時から候補地に
選ぶ参加者が多い
のが特徴でした。
旭川周辺町村と連
携しながら2年間ほ
ど活動を行い、8組
23名が東川町の他、
旭川市、東神楽町に移住しました。その後、各市
町村でも移住相談窓口が設置され、私たちはその
コーディネートを担ってきました。
　町でも早くから移住政策を取り組んでいます。
今年も1・2月に役場主体で「移住相談ツアー」を
開催。13組33名が参加し、弊社でも冬の生活体
験やアクティビティ、町内事業者と協力して職場
体験などを提供。移住に向けたイメージがより膨
らんだという声を多くいただきました。大雪山国
立公園を有する豊かな自然環境とともに、他に類
を見ない1985（昭和60）年の「写真の町」宣言、
写真文化を基盤に町ぐるみで積み重ねてきた文化
そのものが、いま魅力となって多くの人をひき付
けているのかもしれません。町の半分が移住者と
いうことで、今では移住者が移住者を呼び込む
「伝道師」かもしれませんね。
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